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市民が広報する都市計画マスタープラン
〔大阪事務所/坂井信行〕

行政計画を市民が広報する

このたび吹田市都市計画マスタープランが策

定されました。検討にあた0ては、市民会議を

はじめ市民参加のプロ七スが重視されました

Ib民会談については本誌第 106号'で、収り組

み金体の概要については、弊社Web ページ

hⅡP;//arpak.CO.jp/hy0呂0川8.htm)でご紹介
しています)。1け間をかけて f寧に作り H十て

いったことから、検討に谷加した市Nと市のIH

当者にとって共に思い入れの深いものになった

のではないでしょうか。計仙内容の検剖'が一段

落ついた頃、参加者の市民からマスタープラン

を紹介するり一フレットを自分たちでつくりた

いという意向が示され、市はそれを受け入れま

した。この問の取り組みの中で市民とのⅢ1にー

定の信頼関係ができていたからです。

こうして有志の市民を'・トL、とする編染会議が

組織され、市民による広轍リーフレットづくり

が始まりました。行政計画の広縦リーフレット

を市民が作るというのはあまり例のないことで

はないでしょうか。

市民にとってのマスタープランとは?

マスタープランの本細と概饗版は1Ⅱによ0て

用意されることから、小.にマスタープランの内

響を紹介するだけではない、ひと峠述った何か

が求められました。まずは、1b'Nの立場でマス

タープランを捉え仙:し、 11i民にと 0てのマス

タープランがもつ憇眛をぢぇることから始めま

した。「〔1分たちがまちづくりに収り釧むli,1・、は

リーフレットはA2サイズをA41坂に折り1靴ん

だ形態で、次のような枇成になっています。

衣紙:タイトルはまちづくりガイド&マップ」

と名付けられました。

見開き:策定の経織と、地域でのまちづくりの

進め方やマスタープランとの剛わり力'が解説さ

れています

"'1m :地域別枇想の1叉11価を'、1、,心に、 HI'画の概塾

が1υ民の,誹tで紹介されています(門刈参!門

雲衣紙:まちづくりに関速する11iの計画やハン

フレットが紹介されています。

協働のまちづくりに向けて

制引市師川マスタープランづくりの一連の取り

組みを通して、市民はもちろん、市の担『者も

Ⅲ民と行政が恊勧で進めるまちづくりに確実な

丁・1'えを感じたのではないかと思います。実

際、山内のいくつかの地Kで市Nの土体珀なま

ちづくりの取り紕みが活発化し、マスタープラ

ンを斐管する都lb整俳穿.は1討民参加に関して庁

内をりードしているということです。

今1Ⅱ1の取"糾みの令ては「市民参加の記録」

という分川い1Ⅲ f・に取りまとめられました。振

り返0てみると小 1'分な,'1、兆忠い「たります。

Ib'N会';繋の参加名が1"1を市ねるごとに少なく

なウていったこと、マスタープラン文家の検制

に1ル按1到わ0た人がネ古米として1製られてしまっ

たこと...ノ""1の」恢り痢1みにとどまることな

く、1女Π川iの恊勧のまちづくりか'卿iしいステー

ジへと歩みを遂めていくことが期待されます

"
ひと・まち・地域

じめの一歩をどのように踏

み川せばよいのか、マス

タープランがそのきっかけ

になるのではないか。」そ

こでり一フレットにまちづ

くりマニュアル的な咋怖を

持たせることにしました

内分たちのまちに興味を持。

ち、まちの将来のことを考

えたいと思った時、マス

タープランとどのように1到

わっていくことができるの

か、市民の立場から提案す

ることになりました。
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六甲山のこれからの100年行動計画
〔大阪事務所/吉田久視子〕

六甲山は昔ははげ山だった・ ..

六甲山といえぱ、みどり豊かな割洲井木という

イメージがあります。神戸というまちの骨格を

なすみどりとして、またその眺望の良さから国

立公園にも指定されています。

しかし、江戸時代から近代にかけて、六Ψ山

は山頂および社寺にのみにみどりを残すー・而の

"はげ1」.1"でした。

それを、当時の神1コ市が先陣をきって植樹を

し、みどり豊かな現在の姿へと復活したので

す。一昨年が、その緑化100周年にあたる年で

した。

みどりの「質」

緑化されて 100周年経0た六1'1111.1ですが、 今

後の100年をどう創り出していくか。様々な力

向性があるなかで、単なる「吊剥からもう・歩

すすんだ「みどり」が求められていると毒えま

す。例えぱ、伺然面で言えぱ、垪'屯に砂防に適

した緑であれぱ'よかった時代から、多様な小.物

が生息、・生青する森林、四季折々に豊かな彩り

を醸し出す森林、人とのつながりの深い文化林

など多様な機能をもったみどりを創造していく

ことが求めらています。そして、その多様な機

能をもった「みどり」を守り、育て、あるいは

創り出していく主.体は誕か?そういうことが問

われる時代になっています。

市民が集まって行動計画づくり

世の中の流れは N PM New P11blic

Managemenl)、 PPP(pubilic pnvalc

Parlnership)へと変わりつつぁりますノ、11リ.11

という市民にとってのシンポルであり、淌いや

安らぎをぢ・えてくれる存在についても、1bNが

今後どうしていくか、どうしていきたいかをi'

し合い、自ら実行していくことが求められてい

ます

そのため、昨年皮、「六甲山これからの100イド

市民ワークショップ」が開催されました。今後

の 100年をどうしていくか、市民が自ら考え、

その行動計画をつくろう、という場です。市民

は公募により募集されました。コーディネー

ター・アドバイザーとして学識経験者、専門家

の力に入って頂き、また、既存団体から代表で、

主婦の方、企業の方、学生といろいろな人が集

杣「il"ホームページト杣」i11iからのお知らせ

hltp://kouhou.city.kobe.jp/inf01'mation/

2004川6/2004060ICP田.pdf

まりましたそしてその機会づくりは行政であ

る御」コ市が行いました。

このワーケショップには市民、企業はもちろ

ん、六111'り」.1に関わる村沈な行政も粋組みを越え

て集まりました。六甲山には、国、県、市とい

う3つの行政組織が関わっています。また、砂

防、環境、教育、観光、民政と部局も多岐にわ

たっていますこのワークショップでは、それ

ら行政の組織問・部1司間も越えて染まり、市民

と一緒に今後の六甲山について話L合いまし

た。

ワークショップは合削'5回開催され、行動副

廸iには、六甲Ⅱ1の里1.11林管理橘動、六甲ル1のCI

桝巾回づくり、インタープリテーション活動、森

の幼和、剌、保鰹所の活川、エコツーリズムなど

"然と典小.した利川力法の捉案など様々な提案

がなされました。

新しい組織形態ープラットフォームー

この行動,汁両にJ'しづき、ヨ'成 16年皮も「六

ト11楽学会が活動を続けています。いわゆる「プ

ラツトワ"ー'■として、1飛でも参加でき、六

111山について,;,r「し介い、1」'動,il'向を実現してい

く場として1111"11}1,j俳されています。村1々な団

体や11iNがi円'動をしている六111111ですが、今ま

ではそれぞれが例別に活動し、横の迎推肋ゞとれ

ていない;祓況でした。プラットフォームはその

杣の述携を促し、よ 1}効来1御に火リ【山に関わる

i円動を進めていくというi欝刷もあります

六111楽学会については、まだ始またぱかり

で資令Ⅲi、労ノJ山iなど,果迦も多くありますし

かし、11iNと行收、企業など多様なΠ*がうま

く恊働し、ゆるやかなネットワーケの小でさま

ざまなプロジェケトを牛.み川していける場とし

て今後のi円動が川Ⅱ丁されています

とはいえ活動刷柑光の秘訣はやはり参加してい

る人が"楽しいと感じること"です。まtは向

分たちが"楽しい"と思えることをしようと、

現在は、秋に火施するイベントを企画小です。

"
ひと,まち・地域



元禄の酒都「伊丹」五感で楽しむ
~築330年の「酒蔵」を舞台とした3ケ月のロングランイベント

〔大阪事務所/中塚一〕

清酒発祥の地「伊丹」

清酒発祥の地にういては、全国で様々な説が

ありますが、摂津の国「伊丹」においても大阪

の火両替商であった鴻池の発祥の地において、

「もろはく澄み酒」醸造に成功し、琳を成した

と記された碑文があります

時は允靴、「伊丹,者广1」といわれた上質の銘

酒の産地として栄え、京都や大坂の輩やいだし

方文化を背景に、村紬な文化人が足を連び、茶

道や文芸、能狂言などの芸術文化が伊丹郷町を

1・P,しに花開いていました

築330年の重要文化財の酒蔵

/rl"1、 9 f111日から約 3 ケ j1 問、「時の豊

劉'な財力を背景に建てられたわが臣1最占の酒藏

として埀製文化吋に指定されている「旧岡田家

住宅・酒藏」の築330年.を記念したイベントが

開佐されます伊丹の酒造業が青んだ文化をあ

らためて見1丘すとともに、伊丹の中心市街地

("""馴11')に集砧している多くの文化施設等

を舞台に、様々な団体や人々が連携して当時の

にぎわいを再現するΠ"丹郷町でしかできな

い」職力的で特徴のある催しが展開されます。

展示会中心から「おもてなし」中心へ

今年の当初にこの企画をお聞きした段階で

は、美術館や博物館等でのそれぞれの展本会や

講演会等を中心としたイベントを行うという話

しでした。各イベントは二1二尖を凝らし又様々な

人的ネットワークから薯宅,な力々による誹汝会

等でそれぞれ単イ本では質の,侍い内容でしたが、

阪紳側や金国各地からイル丹の町に来て頂いた

人々に対して、昼問の<淋座型イベント>が,・1.

心で、タカから夜までの<楽しみ型イベント>

にはなっていない状態でした

その後、実行委R会を,・ルしとして、今回のイ

ベントを「伊丹をアビールするキックオフイベ

ントとして位羅づける必要があるのでは。」と

いう話し合いを行いました。その結果、伊丹郷

町に拡がるまちなみゃ町衆の暮らしを1'に、来

て頂いた力々に「おもてなし」を行い、Πコミ

でΠ"丹の良さ」をお士産に"つて帰ってもら

おうとの話しになりました。

様々な人々の輸の広がり

その後、短則Ⅱ1.りの脚に、伊打・;鄭町に関わりが

ある様々な文化、市民、企勢t"体等商、1':会談



所、青年会議所、瓣

ぐ町商業会、酒造組介、

茶道恊会、いけぱな

協会などなど多委幻^.

との速携や恊力のも

とに、現在硫定して

いるだけで約40にも

及ぶイベントを行う

こととなりました。

主なイベントだけ''.
でも、「表千家宗匠

「久1_Ⅱ宗也茶の湯を

研るや「桂小米朝

で笑う」、「伊丹・i雌・

伏見の蔵兀が集う」
陣

見

などの誹演会から、舟N

n酉蔵で奏でる(テレマン・アンサンブル、伊

丹シティフィルハーモニー)」の酒藏ミニコン

サート、「酒と制・理と器を食する」や「銘柄き

きあてとお酒と料・理を楽しむ会」などのグルメ

イベント、「いたみアート茶席」やΠ挽秋の風

情を楽しむ野点の会」の茶会など、盛り沢山の

内容となっています。

(訓ξしくは、 h H P :ノ血Cc we b6. ba i. ne .jp/

kak"ηori_bunko/330nen_top.htm"

現在も、人の蛤が広がっており、リーフレッ

ト作成後も、イ"丹の酒が吉野産の杉で作られた

酒樺に詰まれていたご緑で、「吉野1.1,け丁り突イ丁

委貝会(http:ノ/WWW.yoshino.ne.jp/wakwak/

yam訟karvyamaakari.htm)」のご恊グJで酒蔵内

で最優秀賞の作品を展示するイベントや各商店

街での子どもアートやスタンプラリー等のイベ

ント、地兀の人々が太鼓判を押して紹介する飲

食店のマップづくり等が展開されています

猪名野神社

いたみーー^
ホール

回

柿衛文血

美術館

都市のイメージ・ブランド戦略

加期岡の岡にこれ程までの広がりと活動の展

開が見られたのは、築330年という酒蔵を代衣

とする歴史や文化への地域の力'々の熱い想い

と、今後、伊丹をアピールしていく上でこれら

歴史・文化的資源を活用した都市のイメージ戦

略、都1"のプランド構築による地域価価の創造

が重要であるとの共迎の認識があったのではな

いかと考えます。
くらぷ

イベントから伊丹蔵楽部へ

まだイベントはオープンしたばかりですが、

今1旦1の試みが俳.発のイベントに終わらないよう

に、330年記念イベントを契機として集まった

カ々により「伊丹を愛し、架い語らい、楽しむ

人々の交淋Uの場として継続した「伊丹蔵楽部」

への活動の展1捌が1ヨ指されています

イベント捌問中は、「伊丹蔵楽部」のはっぴ

を着られた地元の力々が皆さんをおもてなしさ

れます。是非、伊丹まで足をお運び下さい。

■1}打い合わせ先

主催:旧岡田家住宅・酒蔵築330年記念事業実

行委呉会/伊丹市

弓.蒔秀局:(!1わ柿衛文庫
住所:兵庫県伊打・市宮ノ前2.5.20

IE 話:072-782-0244
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みんなのために

〔取締役会長/三輪泰司〕

6 j115 1、1、「'."槻市'公、常企業密,筏会」が始ま

り、奥木市長から「諮剛」を頂きました。鰔制

は昭利57年で、今回4回倒の会長を承ってお

"ます。

8珂Ⅱ日、「京都のバスιⅡ業を考える会」が

始まりました。座長を仰せつかりました。桝本

Ib長からΠ浩問」を順きました。

中核市・高槻、政令指定都市・京都、規模も判

惰も述いますが、市1辺惑党に立ち、地域づくりの

視点で、現災を素直に見たいと思っています。

人問の行動は歩行にはじまる

いま、乗介バスだ'けではなく、タクシーも欽

適も、公共交通゛業すべて、その糸誇浩環境は、

たいそう厳しいです。そこへ需給調整の廃止ハ

つまり規制緩和で、参入が容易になり、競争が

激しくなるという新たな課迦が川ています。

光ず小・突から。肝心の乗客数は、昭利50年

頃をピークに減り続けています。公共交通の城

も安定した顧客である辿剃上通学は、週休21_1

制、休臼増加でガクンと減り、生.産郁齢人11、

川1ち就柴者の減少はポディブローのようにこた

える拙造的な饗因です。タクシーの1車平均営

業収入はジリジリ下がっています。高年齢就楽

老屑の可処分所得の減少と扣関しているのでは

ないでしょうか。

マイカーは由営業など生産下段としての平Ⅲ・H

は減りませんが、通勤・迎学利1・"は増えていま

せん。自転車は翊えています。距凱も長くなっ

ています。最も増えているのは突は"歩行"で

す。時代的i朝流一環境・健康・倹約の"3 K"

が後川1ししています。歩行行動圈はますます広

がり、中距雜二次交通を担う路線バス亊・業の市

場は狭まります。二足歩行は、人問行動の本源

です。交通連輪事業の視点では"見えているの

に見えない"ことになってしまうのではないで

しょうか。

前号で、'ノウル特別市の歩行椛硫保と歩行環

境整備基本条例の研究をご紹介しました。世界

中で、人刷らしい生き力'を求めて、猛烈な取り

組みが進んでいます

呆都「b'も』'本,."i'画で「歩くまち・京都」を掲

げ、TDM(交通需要管理施策)は「歩いて蓉らせ

るまちづくり」と明硴なポリシーをもって進め

ています。

見てないこと、分からないことがいっばい

都市の公共交通那業はすごいなと感心しま

す。年中無休、削から夜まで、混み合う道路環

境にもめげず、懸命にダイヤを守ろうと走り続

ける「路線バス」のすごさ。鉄道の技術力、投

資力もすごい。

亊業のアイデアやテクニックは、一杯あるで

しょう。11いに学び合い、サービスも良くなる

でしょう。

規制緩利は、公営交通李・業にとっても活動の

自由が広がったということです。

そこで次に、"糸冶営の論理"を奥剣に考えた

いと.思うのですが、分からないことがいっぱい

です。

規価1情妥和による"参入"が、いわゆるクリー

ムスキミング(美味しいとこ取り)だと言われま

す。知汐卜の"不採工工路線"は、跳して給勺・水準

の低い民営にというのは、何と,_;つたらよいの

でしょう。都市の公共交迎は、赤字路線を黒字

路線の収益で支援する「内部袖助」をしていま

す。これは緑営の論理なのか、棉祉の粘杣なの

か迷います。

都市から鮓れた中山開地域はJ業境を守り、

食糧や1;1然資源の生産によって、都市生活を支

えています。利便を京受している都市市民は、

その生産と生活の支援に、延関心でよいので

しょうか。

大都市の周辺で、いわゆるスプロール開発が

進みました。水道・エネルギーなど、他の公共

サービスとともに、バスもサービス捉供しまし

た。いまそこでは高齢化が進み、不採算路線に

なっています。

同じ"生活支援路線"でも、農1.1.1村地城とは意

味が述うのではないか。いわゆる"自己賀'1壬"論

が言われましたので、考え込んでしまいました。

都市計画・地域づくりにも責任があります

住民の生活行動や公共サービスのコストまでぢ

えて士地利用計画を考えていたでしょうか発



達成長学や什会心郡学の成米にも学ぶべきで

しょう

都lb'の公北交述亊業はすごい経営資源を持っ

ていますとりわけ、公営事業は公務貝が担っ

ています服務の根本リ'撃焦は「金体の泰仕老」

ですみんなのために、リードして膨K よう、

願う次第です

京都造形芸術大学とマサチューセッツエ科大学

合同の姉小路ワークショップの取組報告

〔京都事務所/石本幸良〕

今午もマサチーセッッ、〔利Jく学(以下MIT

と京都造形二:術人学の火学院生.による、姉小路

界隈をフィールドとしたワークショップが1用催

されました。MITの神田駿教授が京都造形芸大

に知人がいることから、畍'にに続いての合同剛

査となりました。咋年は姉小路界隈で1週問の

城組後、城崎、金沢でワーケショップを展1刑し、

盛り沢山のスケジュールでしたが、今年は姉小

路だけにしぽって約 10E1岡のワークショップ

でした

咋年は公共空判仙から剛家街区へのまちづく

り捉案をテーマに取り組みましたが角一rは歴

史的な町家街Ⅸの具体的な再生.手法の捉案を

テーマとしました。

参加考はMIT7人と京都造形女火のΠ人の

大"1:島凶ι 6 打 3 Hに都心部の老舗旅館や町家

の見学とヒアリングを行い、4Uには姉小路界

隈を杉える会のメンバーと私が京都のまちの雁

央と都心界隈の都市構造およびまちなか住まい

について説町を行いました。以後は5 グループ

に分かれ、京都造形装火の研究塞を起点に、独

111のまち歩きと渕査を打い、グループごとの竹

"1をまとめ、12Πの午後からプレゼンテーショ

ンと関係名による合評会を開催しました。今年

もかなりハードなスケジュールでしたが、金グ

ループとも、郡細な模型とCC等を駄仙した捉

案がまとめられました。

各グループの作避.とも京都の町家街区の空朋

"ij戊をN期Ⅲ1にとらえ、テーマ,生定のもとに、

かなり大則な町家街ば冉小の捉案でした。しか

し、現代のまちの11i生.提案から、 100年後の提

案まで1喝があること、クリアランス的な力法か

ら、ゆっくりと取り組む修復測の捉案と差があ

り、相五詳F仙iはできませんが、模型や図面等の驚

くほど精度の滞い作品に接して、今年も改めて

その技術力と知識の豊禽さには感動しました。

今回の参加のMITの大学院生のプロフ¥ール

を見るとその履歴は日本の火学との大きな述い

を感じ取ることができます。年齢は 11かれてい

ませんが、ほぼ30才前後と恐われます令貝

が世界の火学を卒業後、画家を倒指したり、ア

メリカやヨーロッパの設訓司珂制折での実践経験

を経て、その知識と経験をべースとしてMIT建

築学才斗の火学院に芋ソしでいます。その小でイェ

レナヘーコビソチはセルビア1,Ⅱ身で、Ⅱル辺桟

今,のヰ'、1997午に1:1、際赤 1'ιF iι催でノルウェイ

のカレッジへの人学の゛述に忠まれ、その後ア

メリカに渡り、ハーバード大学に人学、火学院

はMITで建築を1んでいるとの絲歴です。来尾

には故郷セルビアにもどって建築家として活躍

したいと納んでいます

姉小路界隈をぢえる会も活動開始して 10年

圃を迎え、国内外の多くの火学生の研究対象と

して注目されています。MITの交流は来年以降

も絖きそうです。私たちの会の活動がまちづく

りゃ建築を学ぶ学生にとって的硫なフィールド

としての役割を担い、その交流を通じてまちを

PRするとともに、まちの人にとっての誇りとま

ちへの叫ぢにつながれぱと削待しています 7

j1ポには士.海の火学との交流も突施していま

す。京都から市民のまちづくり活動の火践M報

を今後も捉供し続けたいと老えています

きん よフ

参加したMITの学生の作品発表



「りターナブルびん」の利用促進について

〔大阪事務所/松岡浩史〕

暑い日の違和感

電車を降りて、辺りを見回す駅前のビルに

,女遣された温度"'1'は34度を木している

暑いのどが渇いた私は幽動販光機の前で動

けなくなっていた

「しゃーないなー」などと独り芦を凡いながら、

コインを投入する。

「1可がいいかな・・ん?」

どれにしようか迷っている時、妙な違利感を

jl:えた。

"ガチャン"

お茶を飲みながら、さっきの述和感はなんや

ろうと考えたが、原因は分からないいかん、

いかん、打合せに遅れてまうわ

リターナブルびんとは

あわてて会議室に入り、汗をぬぐいながら着

席した。

「今1ヨの打合せは、りターナプルびんの回収シ

ステムについてですが・・・」

みなさんはりターナブルびんをご存じだろう

かそう、一升びんやビールびんなどのことで

ある。これらのびんは、酒屋などで回収され、

きれいに洗って再使用されており、一升びんは

6~ 7回、ビールびんは平均20回以上も再仙

用されている。ある報告11*によると、りター

ナブルびんを繰り返し使用することによって、

地球温暖化の原因の1つとされている酸化炭

素の発生墨を再使用できないびんを使用したと

きの約1/4に削減することができると推計さ

れている。

そのため、多くの幽治体がりターナプルびん

の利用を推進しているのである

京都市の場合

京都市でもりターナプルびんの利用促進を目

指して、今年の6月から新しいびんの拠点回収

システムを導入している。これは京都市と京都
び凡

硝子堤問屋協同組合が実施している事業で、

スーパーや公設市場などに設置したびん回収

ポックスでりターナブルびんを回収し、再使用

していくというものである。現在は市内8店舗

での回収にとどまっているが、今後、段階的に回

収ポックス設置1'舗を増やしていく予定である

違和感の原因

「・・・では、よろしくお願いします。」

打合せを終えて帰る迪すがら、そういえば、

私が子供の頃は、河原で炭酸飲料のびんを見つ

けると喜.んで酒屋に持って行ったなあ。と.1遵っ

ていた。(炭酸飲羽・の 1リットルびんを酒屋に

持0て行くと、びん代として30円がもらえた。)

駅前の温皮計は36度を示しており、さらに

暑くなっている。

しぱらく忘れていたのどの渇きが蕪ってき

て、自動販売機の飲料サンプルがいくつもE1に

飛び込んでくる。

「もう一本買うかな。」

行きと同じ幽動販光機にコインを入れようと

して、ハッとチ戈に ^^

典^返った。
11 '! 1ι 1ⅡιT "

「あっ! そう 1'""!t""1 Ⅱ
いうことか。」

よく見ると、そ

の1ヨ動販売機で売 ,その単抑0.

↓られている飲料・は

全てぺットボトル

入りであった。

私はのどの渇き

をこらえ、由動販
→T

売機に背を向けて ,^
心砺所まで甲・歩き

公設市場に設辺された回収ポッウスで齢った。

※ L CA丁・汰による容器1Ⅲ比帳縦1リ.牛<改,汀版>

(容器問比峻研窕会)

三輪泰司会長の都市計画学会功績賞授賞の祝賀

会を開催します

先ル抄でご縦告いたしました弊社沌令会長の

都1丘,汁剛学会功紬賞綬賞について、お祝いのお

'、;柴をいただきイiり挑うございました弊社は、

授賞を慶ぶとともに、これからの都市政策・ま

ちづくりへの礎としてi舌かすべきとぢえ、アル

パック0B会との共俳でささやかながら祝賀会

を催します(郡細については企画推逝部:'1闘場、

中村にお問い合わせFさい)。

日時:10月24 U(ト1)午後叩寺から 5時

場所:ぱるるプラザ京都(JR京都駅北

きん よつ



不完全都市
゛レ1;ニェーヨーケベルリン

゛川赤介

「不完全都市」
0著者平山洋介(神戸大学発達科学部

教授)
0発行学芸出版社

本霄は、「都市の再生.」に鬨する本であるが、

いわゆる「者街町与ι1;,」の本ではない。「不完金

制列i」とは、都市はそもそも不完余であり、ま

た11糾こは破恥・崩壊を経験し、そこからの再生

を模*する

水'吽では、不充令都11i、その破壊/111中.の検

,1111のは染として、柳」i、ニューヨーケ、ベルリ

ンを取り 1'.げている

杣J,'」ι、おいては、都Ⅲ'汁画決定の過机、震

災11きの"介.,獣形1戊"の1,?つ.轍1宋について、論じ

た後、尖災後に欝Y.L大:11i街地乍制の変質(地

"礎などの移動、消滅)、復興の過"とファンタ

ジー化された作む峻ポ場などとの1、1比などが論

じられているまた、後艸の過郡は、バプルの

崩壊とともに住'む所¥」'の不安の11打tへと続いて

いく。杣j「の悦*はルミナリエという一火ファ

ンタジーへと於1刑する。それは希鼎なのか、幻

影なのか・

「ニューヨーク」は、アフォーダプル住宅の

危機を迎えていたこれについては、前著轡「コ

ミュニティベースト・ハウジングに詳しいが、

紹介者/大阪事務所馬詰建

グラウンド・ゼロを迎え、刑'界のそしてニュー

ヨークの染徴的建築物であるWTC(ワールト

トレードセンター)を失った。ι荘名は、ニュー

ヨークの再生を公典空間としての都市の再興と

して捉えられるとし、ツインタワ一とは何で

あったのか、ランドマークが辧j滅した場所から

何を榊想すべきなのかという問題が議論を11乎び

起こしていると指摘する。

「ベルリン」では、都市空剥の20世紀とは何

であったのかが凝緋iされているとする。西ドイ

ツの職災復興、そして東西ドイツの統一にとも

なう、東西べルリンの特殊性に触れる。東ドイ

ツ地域において、唯一西ドイツ領地として細長

い線によって支えられてきたi世べルリンと東べ

ルリンの統合、そして統介後のべルリンでは、

ホツダム広場の再"1発、ソニーセンター、ダイ

ムラーシティに代表される建設ラッシュ、都1"

空岡の変容・激変が論じられている。ベルリン

は「欧州姑火の建設現場」と化し、統合と分製

は隣寛合の空リ"」をι1ιみ1.U したとしている。

また、両ドイツの歴史とともに社会・政治的

な摩擦の力学が打价削杉成に及ぽした影糾につい

て論じている。

3つの制訴行が論じられているわけだが、やは

り私にとっては「杣戸」が気になった。当時、

被災し、復興していく神戸を見ながら、また、

業務でも関わりながら、漠然と疑問に感じてい

たことがまさに指摘、楡じられている。その他

の都市においても、破壊はーつのきっかけであ

り、その再生の過程では別の時代性や力学を内

包しながら、新たな都市がつくられていくのだ

と感じた

Media DDD

ぐぐ司Watch
メティア・ウ井ツチ



訣

大阪府交野11iに大1"1酒造という酒1畿がありま

す蔵元が古い酒藏を活用して、酒販以外にも

様々なイベントを社掛けており、最近新剛等に

も取"上げられるなどi主1ヨされています(ホー

ι、ページ hltp;//WWW,畿lkahan,com/にも Z羊し
い惰報が記城されています)。この壇は、

JAYE&jayc'S MASS CH0恨という、ゴスペルを
Hポ棚でアレンジした仙を歌うプロのミュージ

シャンを打{くということで、知人からお誘いを

受けて1」'つてきました

駅を降りて、Ⅲ藥落の向影が残る路地を歩い

て椚成に到訂 JP常に分かりにくい近のりだっ

たのですが、既にお客さんが多数劼れており、

ライプ会場の1市はいっぱいにな"ました。そし

てライプのスタートホップな雰1川気を紺女り交

ぜながら、ソウルフルな歌)詐を披鉾し、約 1"、テ

1珂'bのステージを終えました。

ライプの後には、酒蔵で造っているHポ油を

飲みながら需らう「吟酸酒と句の府で交流を楽

しむ壬U が1寺っていましたこちらで造られて

いるお酒が先日の,W劇ξ会で金賞を受賞されたと

いうことで、日本酒は大人気思わずライブが

ち
か
^

交野発、酒蔵を活用した
コミュニティビジネス

〔大阪事務所/絹原一寛〕

あったことも忘れてしまうほど(!?)、十〒おい

しいi丙に酔いしれていました。

かつては剛鎖司^前に追い込まれたli羽明があ

り、ファンの後抑しがあって復活したとか地

/Cで小まれ育った力'も「こんなところがあると

は知らなかった」とおっしゃってましたが、述

力からのお客さんが多く、イベントもいつも満

1市になるほど人気が1,拓いそうです。藏元の大1"1

氏はじめ、泗藏のスタッフが熊味Lいお泗と

サービスで「おもてなし」し、そのお客が11コ

ミで良い噂を広め、またお客を呼び、お金を落

とす(イベントに参加してお泗を買ってh}る)

という好・循環ができています。

いわゆる小オ1リ厄11"'といった観光地でこうした

ビジネスを興Lている1舌はよく脚きますが、交

野11iというロケーションでも、きめ細やかな

サービスを批供してお客さんに満越してもらう

ビジネスの発想を取り人れ、成功している好例

ではないでしょうか 1"はり、'11Πの"1り 11の

巧さも含めた蔵元の僻業七ンスには脱畊1、と

いった感じでした

アルバック欲)地域計画建築研究所

本 杜

京都事務所

大阪亭務断

名古屋事務所

攻京耶務所

九州事務所

UnL:http//WWW.arpak.CO.jp E・maiunfo@引Pak.CO.jp
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〒5400001大阪市中央区城見1-4-70・住左生命OBPプラザピル15Ffl'EU06)69425732 FAX(0田6941.7478

〒460.0003名古屋市中区錦1.19.24・名古屋第ービル8Frl'EL(052)202-1411 FAX(052)220-3760

〒186-0001薫京都国立市北1-1・17・田畑ビル3Ffl'EL{042}501・2531 FAX(042)501・3024分室Π'EL(03)3226・9130
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